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(57)【要約】
【課題】ユーザにとって利用価値の高い電子クーポンに
変更してユーザの利便性を向上させることができる携帯
通信端末及び電子クーポン利用システム並びに電子クー
ポン利用方法の提供。
【解決手段】携帯通信端末の制御部は、ランク情報を有
する電子クーポンの取得時に、予め設定した変更条件を
満たしているか否か（例えば、同じランクの電子クーポ
ンをいくつ保持しているか、同じランクの電子クーポン
を過去に利用しているかなど）を判定し、変更条件を満
たしていると判定した場合は、取得した電子クーポンを
ランクの異なる電子クーポン（例えば、対象商品の異な
る電子クーポンや、割引額（割引率）の異なる電子クー
ポン）に変更する制御を行う。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ランク情報を有する電子クーポンの取得／記憶が可能な携帯通信端末において、
　前記電子クーポンの取得時に、予め設定した変更条件を満たすか否かを判定し、前記変
更条件を満たす場合に、前記取得した電子クーポンを異なるランクの電子クーポンに変更
する制御部を備えることを特徴とする携帯通信端末。
【請求項２】
　前記変更条件は、前記取得した電子クーポンと同じランクの電子クーポンを予め設定し
た個数以上、記憶しているか否かであり、
　前記制御部は、前記変更条件を満たす場合に、前記取得した電子クーポンを、その対象
商品及び／又は当該対象商品の割引額が異なる電子クーポンに変更することを特徴とする
請求項１に記載の携帯通信端末。
【請求項３】
　前記変更条件は、前記取得した電子クーポンと同じランクの電子クーポンを以前に使用
したか、若しくは、予め設定した回数以上、使用したか否かであり、
　前記制御部は、前記変更条件を満たす場合に、前記取得した電子クーポンを、その対象
商品及び／又は当該対象商品の割引額が異なる電子クーポンに変更することを特徴とする
請求項１に記載の携帯通信端末。
【請求項４】
　電子クーポンを提供する提供装置と、前記電子クーポンを取得／記憶する携帯通信端末
と、前記電子クーポンを管理するサーバ装置と、が通信ネットワークで接続される電子ク
ーポン利用システムであって、
　前記提供装置は、前記電子クーポンの提供時に、前記電子クーポンに関する情報及び前
記電子クーポンを提供する前記携帯通信端末に関する情報を前記サーバ装置に送信する機
能を備え、
　前記サーバ装置は、前記電子クーポンに関する情報を前記携帯通信端末に関連づけて登
録すると共に、予め設定した変更条件を満たすか否かを判定し、前記変更条件を満たす場
合に、前記電子クーポンのランクを設定して当該ランク情報を前記携帯通信端末に送信す
る機能を備え、
　前記携帯通信端末は、前記サーバ装置から受信した前記ランク情報に基づいて、前記提
供装置から取得した前記電子クーポンの内容を変更する機能を備えることを特徴とする電
子クーポン利用システム。
【請求項５】
　前記変更条件は、前記携帯通信端末に前記電子クーポンを予め設定した回数以上、提供
したか否かであり、
　前記サーバ装置は、前記変更条件を満たす場合に、前記電子クーポンの対象商品及び／
又は当該対象商品の割引額を規定するランク情報を生成して送信し、
　前記携帯通信端末は、前記ランク情報に基づいて、前記電子クーポンの対象商品及び／
又は当該対象商品の割引額を変更することを特徴とする請求項４に記載の電子クーポン利
用システム。
【請求項６】
　ランク情報を有する電子クーポンの取得／記憶が可能な携帯通信端末における電子クー
ポン利用方法であって、
　前記電子クーポンを取得する第１のステップと、
　予め設定した変更条件を満たすか否かを判定する第２のステップと、
　前記変更条件を満たす場合に、前記取得した電子クーポンを異なるランクの電子クーポ
ンに変更する第３のステップと、を少なくとも有することを特徴とする電子クーポン利用
方法。
【請求項７】
　前記第２のステップでは、前記取得した電子クーポンと同じランクの電子クーポンを予
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め設定した個数以上、記憶しているか否かを判定し、
　前記第３のステップでは、記憶していると判定した場合に、前記取得した電子クーポン
を、その対象商品及び／又は当該対象商品の割引額が異なる電子クーポンに変更すること
を特徴とする請求項６に記載の電子クーポン利用方法。
【請求項８】
　前記第２のステップでは、前記取得した電子クーポンと同じランクの電子クーポンを以
前に使用したか、若しくは、予め設定した回数以上、使用したかを判定し、
　前記第３のステップでは、使用したと判定した場合に、前記取得した電子クーポンを、
その対象商品及び／又は当該対象商品の割引額が異なる電子クーポンに変更することを特
徴とする請求項６に記載の電子クーポン利用方法。
【請求項９】
　電子クーポンを提供する提供装置と、前記電子クーポンを取得／記憶する携帯通信端末
と、前記電子クーポンを管理するサーバ装置と、を含むシステムにおける電子クーポン利
用方法であって、
　前記携帯通信端末を用いて、前記提供装置から前記電子クーポンを取得する第１のステ
ップと、
　前記提供装置で、前記電子クーポンに関する情報及び前記電子クーポンを提供する携帯
通信端末に関する情報を前記サーバ装置に送信する第２のステップと、
　前記サーバ装置で、前記電子クーポンに関する情報を前記携帯通信端末に関連づけて登
録すると共に、予め設定した変更条件を満たすか否かを判定し、前記変更条件を満たす場
合に、前記電子クーポンのランクを設定して当該ランク情報を前記携帯通信端末に送信す
る第３のステップと、
　前記携帯通信端末で、前記サーバ装置から受信した前記ランク情報に基づいて、前記提
供装置から取得した前記電子クーポンの内容を変更する第４のステップと、を少なくとも
有することを特徴とする電子クーポン利用方法。
【請求項１０】
　前記第３のステップでは、前記携帯通信端末に前記電子クーポンを予め設定した回数以
上、提供したか否かを判定し、提供したと判定した場合に、前記電子クーポンの対象商品
及び／又は当該対象商品の割引額を規定するランク情報を生成して送信し、
　前記第４のステップでは、前記ランク情報に基づいて、前記電子クーポンの対象商品及
び／又は当該対象商品の割引額を変更することを特徴とする請求項９に記載の電子クーポ
ン利用方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子クーポンを取得する携帯通信端末及び携帯通信端末を含む電子クーポン
利用システム並びに電子クーポンの利用方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の携帯電話機などの携帯通信端末は、通話機能や電子メール機能に加えて、非接触
ＩＣタグを用いてリーダ／ライタと通信する機能やインターネットに接続する機能などを
備えているものが多い。
【０００３】
　一方、商品を販売する店舗では、販売促進のためにクーポン券を発行する場合があり、
クーポン券として機能する電子データ（以下、電子クーポンと呼ぶ。）を、上記携帯通信
端末を用いてリーダ／ライタやインターネット上のｗｅｂサイトから取得できるようにし
ている。
【０００４】
　このような電子クーポンに関して、例えば、下記特許文献１には、店舗端末から送信さ
れた電子クーポン作成条件を受信し、その電子クーポン作成条件に従って店舗毎に電子ク
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ーポンを作成する電子クーポン作成手段と、ユーザ端末で電子クーポンを送信する送信手
段と、ユーザ端末に送信した電子クーポンの内容を変更する電子クーポン変更手段とを含
む電子クーポン管理装置が開示されている。
【０００５】
　また、下記特許文献２には、電子クーポンの発行元から送信された電子クーポンをユー
ザの携帯端末で受信し、携帯端末において、電子クーポンに与えられた引数に応じて電子
クーポンの内容が変化する電子クーポン送受信システムが開示されている。
【０００６】
【特許文献１】特開２００３－６５４３号公報
【特許文献２】特開２００３－２６３５８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、携帯通信端末で取得した電子クーポンは、必ずしもすべてのユーザにと
って利用価値が高いとは言えない。そのため、例えば、商品Ａの電子クーポンをユーザが
何枚取得しても、商品Ａがユーザにとって魅力がなければ、その電子クーポンは無用のも
のとなる。従って、電子クーポンの利用価値を高めるためには、電子クーポンの内容を変
更できるようにすることが重要になる。
【０００８】
　この問題に対して、特許文献１では、店舗端末から送信された電子クーポン変更指令に
従ってユーザ端末に送信した電子クーポンの内容を変更する構成を開示しているが、ユー
ザ端末に送信した電子クーポンがそのユーザにとって価値があるか否かを店舗側が判断す
ることはできないため、必ずしもそのユーザにとって電子クーポンの利用価値が高まると
は言えない。
【０００９】
　また、特許文献２では、引数として、受信端末のユーザに関するユーザ属性情報、電子
クーポンの時間経過情報、及び／又は電子クーポンの転送・複製情報を利用する構成を開
示しているが、電子クーポンの使用履歴に基づいて電子クーポンの内容を変更する訳では
ないため、必ずしもそのユーザにとって電子クーポンの利用価値が高まるとは言えない。
【００１０】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたものであって、その主たる目的は、ユーザにと
って利用価値の高い電子クーポンに変更してユーザの利便性を向上させることができる携
帯通信端末及び電子クーポン利用システム並びに電子クーポン利用方法を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するため、本発明は、ランク情報を有する電子クーポンの取得／記憶が
可能な携帯通信端末において、前記電子クーポンの取得時に、予め設定した変更条件を満
たすか否かを判定し、前記変更条件を満たす場合に、前記取得した電子クーポンを異なる
ランクの電子クーポンに変更する制御部を備えるものである。
【００１２】
　また、本発明は、電子クーポンを提供する提供装置と、前記電子クーポンを取得／記憶
する携帯通信端末と、前記電子クーポンを管理するサーバ装置と、が通信ネットワークで
接続される電子クーポン利用システムであって、前記提供装置は、前記電子クーポンの提
供時に、前記電子クーポンに関する情報及び前記電子クーポンを提供する前記携帯通信端
末に関する情報を前記サーバ装置に送信する機能を備え、前記サーバ装置は、前記電子ク
ーポンに関する情報を前記携帯通信端末に関連づけて登録すると共に、予め設定した変更
条件を満たすか否かを判定し、前記変更条件を満たす場合に、前記電子クーポンのランク
を設定して当該ランク情報を前記携帯通信端末に送信する機能を備え、前記携帯通信端末
は、前記サーバ装置から受信した前記ランク情報に基づいて、前記提供装置から取得した
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前記電子クーポンの内容を変更する機能を備えるものである。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の携帯通信端末及び電子クーポン利用システム並びに電子クーポン利用方法によ
れば、携帯通信端末で取得した電子クーポンをユーザにとって利用価値の高い電子クーポ
ンに変更してユーザの利便性を向上させることができる。
【００１４】
　その理由は、携帯通信端末の制御部は、ランク情報を有する電子クーポンの取得時に、
予め設定した変更条件を満たしているか否か（例えば、同じランクの電子クーポンをいく
つ保持しているか、同じランクの電子クーポンを過去に利用しているかなど）を判定し、
変更条件を満たしていると判定した場合は、取得した電子クーポンをランクの異なる電子
クーポン（例えば、対象商品の異なる電子クーポンや、割引額（割引率）の異なる電子ク
ーポン）に変更する制御を行うからである。
【００１５】
　また、電子クーポンを管理するサーバ装置は、電子クーポンの提供装置から電子クーポ
ンに関する情報とその電子クーポンを提供した携帯通信端末に関する情報を取得すると共
に、その携帯通信端末に対する電子クーポンのランクを設定して携帯通信端末にランク情
報（例えば、電子クーポンの対象商品やその割引額（割引率）を規定する情報）を送信し
、携帯通信端末の制御部は、サーバ装置から受信したランク情報に基づいて、提供装置か
ら取得した電子クーポンの内容（例えば、対象商品やその割引額（割引率））を変更する
制御を行うからである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　背景技術で示したように、電子クーポンを携帯通信端末で受け取ることが行われている
が、携帯通信端末で取得したクーポンは、必ずしもすべてのユーザにとって利用価値が高
いとは言えない。
【００１７】
　そこで、本発明では、携帯通信端末に内蔵されたユーザを特定できる電子クーポンの仕
組みにより、既にユーザの所有している複数の電子クーポンや、電子クーポンやサービス
の利用履歴に応じて、入手した電子クーポンの内容（対象商品や割引額（割引率））を変
更する。
【００１８】
　例えば、入手した複数の電子クーポン（複数の商品Ａの電子クーポン）をグレードアッ
プしてユーザにとって価値の高い商品の電子クーポン（商品Ｂの電子クーポン）に変更し
、或いは、入手した複数の電子クーポン（複数の割引額Ａの電子クーポン）をグレードア
ップしてユーザにとって価値の高い電子クーポン（割引額Ｂ（Ｂ＞Ａ）の電子クーポン）
に変更する。以下、図面を参照して詳細に説明する。
【実施例１】
【００１９】
　まず、本発明の第１の実施例に係る携帯通信端末及び電子クーポン利用システム並びに
電子クーポン利用方法について、図１乃至図３を参照して説明する。図１は、本実施例の
電子クーポン利用システムの構成を模式的に示す図であり、図２は、本実施例の携帯通信
端末の構成を示すブロック図である。また、図３は、電子クーポンの利用手順を示すフロ
ーチャート図である。
【００２０】
　図１に示すように、本実施例の電子クーポン利用システム１０は、携帯電話機やＰＤＡ
（Personal Digital Cellular）などの携帯通信端末３０と、電磁誘導又は電磁結合を利
用して非接触ＩＣタグとデータ通信を行う非接触ＩＣ用リーダ／ライタ４０とで構成され
る。
【００２１】
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　また、上記携帯通信端末３０は、図２に示すように、制御部３１、無線通信部３２、放
送受信部３３、カメラ部３４、音声処理部３５、表示部３６、操作部３７、非接触ＩＣ部
３８、記憶部３９などを備えている。
【００２２】
　制御部３１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＯＭ（Read Only Memory）や
ＲＡＭ（Random Access Memory）などのメモリで構成される。ＣＰＵは、電話機能、メー
ル機能、インターネット（ｗｅｂ）接続機能、カメラ機能、テレビ受信機能、コンテンツ
再生機能、その他の端末の有する機能や各部の制御を行う。メモリは、記憶部３９から読
み込んだ種々のデータを一時的に記憶する部分であり、記憶されたデータはＣＰＵによっ
て処理され、必要に応じて記憶部３９に転送される。
【００２３】
　また、制御部３１は、非接触ＩＣ用リーダ／ライタ４０などから取得した電子クーポン
を解析してそのランクを特定し、予め設定した変更条件を満たしているか否かを判定する
判定部と、変更条件を満たしていると判定した場合に、取得した電子クーポンを異なるラ
ンクの電子クーポンに変更する電子クーポン変更部としても機能する。上記判定部及び電
子クーポン変更部はハードウェアとして構成してもよいし、コンピュータを上記判定部及
び電子クーポン変更部として機能させる制御プログラムとして構成し、当該制御プログラ
ムを制御部３１上で動作させる構成としてもよい。
【００２４】
　無線通信部３２は、アンテナを介して無線基地局装置２１との間で無線により情報の送
受を行う。
【００２５】
　放送受信部３３は、無線通信部３２、放送局（地上局、衛星など）から送信された放送
信号を、アンテナを介して受信し、該受信した信号の復調による映像データ、音声データ
、情報データ等の放送信号処理を行う。
【００２６】
　カメラ部３４は、画像情報の取得（撮影）を行う。
【００２７】
　音声処理部３５は、送話部（マイク３５ｂ）および受話部（スピーカ３５ａ）を介して
入出力された音声信号の処理を行う。
【００２８】
　表示部３６は、液晶表示装置（ＬＣＤ：Liquid Crystal Display）や有機ＥＬ（electr
oluminescence）表示装置等からなり、画像、図形、文字、記号などの情報表示出力（映
像信号処理）を行う。
【００２９】
　操作部３７は、テンキー、スクロールキー、十字キー、決定キー等から構成され、携帯
通信端末３０に対するユーザの各種情報入力を行う。
【００３０】
　非接触ＩＣ部３８は、コイル及びコンデンサなどからなる共振回路と、当該共振回路を
用いて所定の周波数（例えば、１３．５６ＭＨｚ）で通信を行うと共に電子クーポン等を
記憶するＩＣチップなどで構成され、近距離通信により電子クーポンの取得を行う。この
電子クーポンには、電子クーポンの対象商品やその割引額（割引率）などを規定するラン
ク情報が含まれている。
【００３１】
　記憶部３９は、フラッシュメモリ等からなり、電話帳情報、送受信メール情報、発着呼
情報、コンテンツ情報、アプリケーションプログラム情報、撮影画像、及び携帯通信端末
３０の諸設定、電子クーポンやサービスの利用履歴情報、電子クーポンのランクの変更条
件などを格納する。
【００３２】
　また、非接触ＩＣ用リーダ／ライタ４０は、商品を販売する店舗に設置され、予め記憶
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した電子クーポンを携帯通信端末３０の非接触ＩＣ部３８に送信できるように構成されて
いる。
【００３３】
　なお、図１は、本実施例の電子クーポン利用システムの一例であり、適宜変更可能であ
る。例えば、図２では、携帯通信端末３０に放送受信部３３やカメラ部３４を設けたが、
本実施例の携帯通信端末３０は電子クーポンの取得やランク変更が可能であればよく、こ
れらは省略可能である。また、本実施例では、非接触ＩＣ用リーダ／ライタ４０は店舗に
設置されているものとするが、コンピュータ端末に内蔵され、コンピュータ端末の通信機
能を利用してインターネット上のｗｅｂサイトから電子クーポンを取得し、取得した電子
クーポンを携帯通信端末３０の非接触ＩＣ部３８に送信できるように構成してもよい。ま
た、本実施例では、非接触ＩＣ部３８で電子クーポンを取得する構成とするが、携帯通信
端末３０の無線通信部３２を用いてインターネットに接続し、ｗｅｂサイトから電子クー
ポンを取得する構成としてもよい。
【００３４】
　以下、上記構成の電子クーポン利用システム１０における携帯通信端末３０の動作につ
いて、図３のフローチャート図を参照して説明する。
【００３５】
　まず、所定の店舗に設置されている非接触ＩＣ用リーダ／ライタ４０に携帯通信端末３
０をかざすと、ステップＳ１０１で、非接触ＩＣ部３８は、非接触ＩＣ用リーダ／ライタ
４０からランク情報を有する電子クーポンを取得する。
【００３６】
　次に、ステップＳ１０２で、制御部３１（判定部）は、非接触ＩＣ部３８で取得した電
子クーポンを解析し、当該電子クーポンに予め設定されているランクを特定する。
【００３７】
　次に、ステップＳ１０３で、制御部３１（判定部）は、予め設定した変更条件を満たし
ているか否かを判定する。例えば、記憶部３９に記憶されている電子クーポンの中に、上
記で特定したランクの電子クーポンが予め設定した個数以上あるか、予め記憶した利用履
歴情報を参照して、上記で特定したランクの電子クーポンを利用した実績があるか、利用
回数が予め設定した回数よりも多いかなどを判定する。
【００３８】
　そして、変更条件を満たしている場合は、ステップＳ１０４で、制御部３１（電子クー
ポン変更部）は、その電子クーポンを異なるランクの電子クーポンに変更する。例えば、
上記で特定したランクの電子クーポンが予め設定した個数以上ある場合や、その電子クー
ポンを利用した実績がある場合、その電子クーポンの利用回数が予め設定した回数よりも
多い場合は、その電子クーポンをランクが高い電子クーポン（例えば、対象商品が異なる
電子クーポンや割引額（割引率）が高い電子クーポン）に変更する。
【００３９】
　このように、本実施例では、ランク情報を有する電子クーポンの取得時に、制御部３１
は、予め設定した変更条件を満たすか否かを判定し、変更条件を満たす場合は、取得した
電子クーポンをユーザにとって利用価値の高い電子クーポンに変更する制御を行うため、
ユーザの利便性を向上させることができる。
【実施例２】
【００４０】
　次に、本発明の第２の実施例に係る携帯通信端末及び電子クーポン利用システム並びに
電子クーポン利用方法について、図４乃至図６を参照して説明する。図４は、本実施例の
電子クーポン利用システムの構成を模式的に示す図であり、図５及び図６は、電子クーポ
ンの利用手順を示すフローチャート図である。
【００４１】
　前記した第１の実施例では、ランク情報を有する電子クーポンを利用し、携帯通信端末
３０の制御部３１で変更条件を満たすか否かを判定する構成としたが、図４に示すように
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、通信ネットワーク２０に電子クーポンを管理するサーバ装置５０を接続し、このサーバ
装置５０で電子クーポンのランク情報を生成してもよい。
【００４２】
　その場合、非接触ＩＣ用リーダ／ライタ４０は、携帯通信端末３０に電子クーポンを提
供する際に、提供した電子クーポンに関する情報と携帯通信端末３０に関する情報とをサ
ーバ装置５０に送信する。サーバ装置５０は、その電子クーポンに対するランク情報を生
成して携帯通信端末３０に送信する。そして、携帯通信端末３０の制御部（電子クーポン
変更部）は、受信したランク情報に基づいて取得した電子クーポンの内容を変更する制御
を行う。
【００４３】
　以下、上記構成の電子クーポン利用システム１０の動作について、図５及び図６のフロ
ーチャート図を参照して説明する。図５は、携帯通信端末３０の動作を示すフローチャー
ト図であり、図６は、サーバ装置５０の動作を示すフローチャート図である。
【００４４】
　まず、図５のステップＳ２０１で、携帯通信端末３０の非接触ＩＣ部３８は、非接触Ｉ
Ｃ用リーダ／ライタ４０から電子クーポンを取得する。その際、非接触ＩＣ用リーダ／ラ
イタ４０は、通信ネットワーク２０を介して、提供した電子クーポンに関する情報（例え
ば、電子クーポンの名称や提供した日時情報、店舗情報、非接触ＩＣ用リーダ／ライタ４
０の機器情報）と携帯通信端末３０に関する情報（例えば、携帯通信端末３０の機器情報
、非接触ＩＣ部３８の機器情報、ユーザ情報）をサーバ装置５０に送信する。
【００４５】
　サーバ装置５０では、図６のステップＳ３０１で、非接触ＩＣ用リーダ／ライタ４０か
ら電子クーポンに関する情報と携帯通信端末３０に関する情報とを受信し、携帯通信端末
３０毎（ユーザ登録している場合はユーザ毎）に電子クーポンに関する情報を履歴情報と
して記憶する。
【００４６】
　そして、ステップＳ３０２で、記憶した履歴情報を参照して、その携帯通信端末３０（
又はユーザ）が変更条件を満たしているか否か（例えば、電子クーポンを予め設定した回
数以上提供したかなど）を判定する。
【００４７】
　変更条件を満たしている場合は、ステップＳ３０３で、その携帯通信端末３０（又はユ
ーザ）に対する電子クーポンのランクを決定する。例えば、電子クーポンを予め設定した
回数以上提供した場合は、その電子クーポンのランクを高く（例えば、対象商品を変えた
り割引額（割引率）を高く）設定する。
【００４８】
　その後、ステップＳ３０４で、電子クーポンの対象商品や割引額（割引率）を規定する
ランク情報をその携帯通信端末３０に送信する。
【００４９】
　図５のフローチャート図に戻って、ステップＳ２０２で、携帯通信端末３０は、サーバ
装置５０からランク情報を受信し、ステップＳ２０３で、制御部３１（電子クーポン変更
部）は、ランク情報に基づいて電子クーポンの内容（対象商品や割引額（割引率））を変
更する。
【００５０】
　このように、本実施例では、携帯通信端末３０で電子クーポンを取得すると、その情報
がサーバ装置５０に送信され、サーバ装置５０でランク情報を生成して携帯通信端末３０
に送信し、携帯通信端末３０では、そのランク情報に基づいて電子クーポンの内容を変更
するため、取得した電子クーポンをユーザにとって利用価値の高い電子クーポンに変更す
ることができ、ユーザの利便性を向上させることができる。
【００５１】
　なお、上記実施例では電子クーポンに関して説明したが、本発明は上記実施例に限定さ
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のランクを変更するなど、電子データとして提供可能で利用価値を変えることができる任
意のデータに対して同様に適用することができる。
【産業上の利用可能性】
【００５２】
　本発明は、電子クーポンを取得可能な任意の携帯通信端末、その携帯通信端末を含む任
意のシステムに利用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本発明の第１の実施例に係る電子クーポン利用システムの構成を模式的に示す図
である。
【図２】本発明の第１の実施例に係る携帯通信端末の構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の第１の実施例に係る携帯通信端末における電子クーポンの利用手順を示
すフローチャート図である。
【図４】本発明の第２の実施例に係る電子クーポン利用システムの構成を模式的に示す図
である。
【図５】本発明の第２の実施例に係る携帯通信端末における電子クーポンの利用手順を示
すフローチャート図である。
【図６】本発明の第２の実施例に係るサーバ装置における電子クーポンの利用手順を示す
フローチャート図である。
【符号の説明】
【００５４】
　１０　電子クーポン利用システム
　２０　通信ネットワーク
　２１　無線基地局装置
　３０　携帯通信端末
　３１　制御部
　３２　無線通信部
　３３　放送受信部
　３４　カメラ部
　３５　音声処理部
　３５ａ　スピーカ
　３５ｂ　マイク
　３６　表示部
　３７　操作部
　３８　非接触ＩＣ部
　３９　記憶部
　４０　非接触ＩＣ用リーダ／ライタ
　５０　サーバ装置
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